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１
）
‐
３

養
浜
後
の
地
形
変
化

養
浜
開
始
以
降
、
経
年
的
に
汀
線
が
前
進
し
、
砂
浜
が

回
復
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
2
月
時
点
で
は
中
海
岸

地
区
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
～
6
号
水
路
間
で
汀
線
が
最
大

2
5
m
前
進
し
た
一
方
で
、
2
0
1
9
年
台
風
1
9
号
の

影
響
に
よ
り
5
号
水
路
～
1
号
突
堤
付
近
の
汀
線
が
最
大

1
0
m
程
度
後
退
し
ま
し
た
。
ま
た
、
菱
沼
地
区
、
片
瀬
漁

港
西
側
で
は
、
汀
線
の
後
退
が
見
ら
れ
ま
す
（
図
‐
６
）
。

沖
合
も
含
め
た
経
年
的
な
地
形
変
化
（
図
‐
７
）
を
見
る

と
、
2
0
1
9
年
1
月
ま
で
に
、
侵
食
域
の
区
域
R
＋
A

は
、
3
.
0
か
ら
４
.
1
万

㎥
／
年
で
侵
食
、
堆
積
域
の

区
域
B
＋
C
＋
E
は
、
1
.
2
か
ら
２
.
５
万

㎥
／
年
で

堆
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
海
岸
の
土
砂
移
動
（
下
段
：
図
‐
８
）
を
見
る
と
東
向

き
の
沿
岸
漂
砂
に
よ
っ
て
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
超
え
て
菱
沼

地
区
（
D
区
域
）
へ
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
量
は
、

2
0
0
5
年
の
0
.
4

㎥
／
年
に
対
し
て
、
１
.
３
万
～

1
.
4
万

㎥
／
年
ま
で
増
加
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
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第16回協議会
令和2年3月（書面開催）

[主な議題]
Ⅰ茅ヶ崎中海岸の養浜事業の評価
Ⅱ養浜環境影響調査の報告
Ⅲ今後の海岸保全事業の進め方

Ｎｏ．１浜風 通信 第29号 令和3年3月

○

は
じ
め
に

神
奈
川
県
で
は
、
令
和
2
年
3
月
第
1
6

回
協
議
会
を
書
面
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
茅
ケ
崎
中
海
岸
の
養
浜
事
業
の

評
価
」
の
資
料
で
は
、
茅
ケ
崎
海
岸
の
養
浜

実
績
、
養
浜
後
の
来
襲
波
浪
、
養
浜
後
の
地

形
変
化
、
計
画
幅
の
達
成
状
況
と
防
護
機
能

の
評
価
、
計
画
浜
幅
達
成
ま
で
の
養
浜
と
維

持
管
理
、
な
ら
び
に
茅
ケ
崎
中
海
岸
の
養
浜

事
業
評
価
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

砂
浜
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
台
風

1
9
号
来
襲
に
伴
う
高
波
浪
の
影
響
に
よ
り
、

浜
幅
は
約
3
0
m
で
計
画
浜
幅
4
0
m
に
は

1
0
m
程
度
届
か
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
「
養
浜
環
境
影
響
調
査
」
の
資
料

で
は
、
養
浜
区
に
お
け
る
水
質
や
底
質
、
底

生
生
物
調
査
、
底
質
と
底
生
生
物
の
分
析
結

果
よ
り
求
め
た
合
成
指
標
、
な
ら
び
に
水
中

画
像
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
各
項
目
の
調
査
結
果
か
ら
、
水
質
と

底
質
に
関
し
て
茅
ヶ
崎
海
岸
の
環
境
を
評
価

し
た
と
こ
ろ
、
全
地
点
、
全
期
間
を
通
じ
て

特
に
問
題
と
な
る
数
値
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
「
今
後
の
海
岸
保
全
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て
」
の
資
料
で
は
、
浜
幅
が
計

画
目
標
に
比
べ
1
0
m
ほ
ど
足
り
な
い
現
状

の
上
、
確
実
な
防
護
機
能
の
確
保
、
高
波
浪

時
の
海
浜
安
定
性
確
保
を
目
的
に
、

2
0
2
4
年
3
月
を
目
途
に
、
養
浜
事
業

（
毎
年
3
万

㎥
）
を
継
続
す
る
こ
と
を
基
本

と
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

3
0
年
度
検
討
時
の
計
画
砂
浜
達
成
見
込
み

は
2
0
2
0
年
3
月
～
2
0
2
3
年
3
月
で

し
た
が
、
2
0
1
9
年
台
風
1
9
号
の
影
響

に
よ
り
達
成
見
込
み
が
延
び
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
2
0
2
1
年
3
月
ま
で
浜
幅
3
0
m

以
上
を
維
持
し
て
い
る
等
の
状
況
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
早
期
に
維
持
養
浜
の
切
り
替
え

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

以
上
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
書
面
に
て

意
見
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

（
１
）
茅
ヶ
崎
中
海
岸
の
養
浜
事
業
の
評
価

（
１
）
‐
１

養
浜
の
実
績

中
海
岸
地
区
で
は
、
2
0
0
6
年
1
月
以

降
2
0
2
0
年
3
月
ま
で
に
約
4
4
万

㎥
の

養
浜
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
図
‐
1
）
ま
た
、

隣
接
す
る
柳
島
、
菱
沼
地
区
で
も
養
浜
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
か
ら
茅
ヶ
崎
漁
港
西
側
か
ら

の
サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
を
従
来
の
0
.
3
万

㎥

か
ら
約
1
.
5
万

㎥
に
増
量
し
て
い
ま
す
。

中
海
岸
地
区
に
お
け
る
養
浜
材
の
粒
度
組

成
（
図
‐
2
）
は
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
サ
ン

ド
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
供
給
が
増
え
た
た
め
、

礫
分
が
４
０
％
程
度
か
ら
3
0
％
程
度
に
減

少
し
、
中
砂
の
占
め
る
割
合
が
多
く
な
り
、

海
岸
に
良
質
な
砂
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

資料－2

図－２ 養浜材の粒度組成

（
１
）
‐
5

計
画
浜
幅
達
成
ま
で
の
養
浜
と
維
持
管

理
今
後
ど
の
く
ら
い
の
養
浜
が
必
要
に
な
る
の
か
、
台
風

1
9
号
来
襲
後
の
海
岸
中
央
部
の
局
所
的
に
陸
側
に
凹
ん

だ
汀
線
形
状
（
図
‐
１
０
）
、
汀
線
前
進
量
1
0
m
の
時
期
、

高
波
浪
後
の
地
形
回
復
、
盛
土
残
土
の
押
土
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、
2
0
2
4
年
1
～
3
月
ま
で
養
浜
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
計
画
達
成
の
目
途
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。計

画
浜
幅
を
維
持
す
る
に
は
、
養
浜
量
が
0
.
5

㎥
で

は
ど
う
に
か
維
持
で
き
ま
す
が
、
沖
合
が
少
し
侵
食
し
ま

す
。
沖
側
も
堆
積
傾
向
と
す
る
た
め
に
は
、
0
.
5
万

㎥

か
ら
1
.
5
万

㎥
ぐ
ら
い
の
材
料
を
茅
ケ
崎
漁
港
の
西
側

か
ら
と
っ
て
中
海
岸
に
入
れ
れ
ば
維
持
で
き
る
と
予
測
し

て
い
ま
す
（
図
‐
１
１
）
。

図－７ 養浜後の地形変化（2002年～2020年1月）

（
１
）
‐
4

計
画
浜
幅
の
達
成
状
況
と
防
護
機
能
評
価

2
0
2
0
年
1
月
時
点
の
海
岸
中
央
部

（
N
o
.
1
8
）
の
浜
幅
（
自
転
車
道
法
肩
～
汀
線
）
は
、

2
0
1
9
年
台
風
1
9
号
来
襲
に
伴
う
高
波
浪
の
影
響
に

よ
り
、
3
0
.
6
m
で
あ
り
、
計
画
浜
幅
を
達
成
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
（
表
‐
１
）
。

図－１ 中海岸の養浜実績

2006年1⽉〜2020年3⽉までの総養浜量 44.1万 m3 

図－８ 茅ヶ崎中海岸の土砂移動

図－６ 湘南海岸全域の汀線変化量（2005年基準）

表－１ 現況海浜の評価

図－９ 浜幅検証断面（No.18）の縦断形変化と計画浜幅

A R

B
E

C
D

養浜範囲中海岸の状況（2020年1月13日）
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粒度組成

大礫（19＜d＜75mm）
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No.18

2006年12月

2020年1月

計画浜幅B= 40 m （T.P.+3 m～汀線）

計画海浜断面

B'= 50 m （自転車道～汀線）

浜幅B' =40.6 m, B =30.6 m （2020.1.20）

設計波での波のうちあげ高
T.P.+6.13 m

評価項目 防護水準

目標値

養浜前

2006年12月

計画海浜断面 現状

2020年1月

波のうちあげ高 (T.P. m)（R+H.H.W.L.+余裕高0.5 m） ＜T.P.+6.5 m +6.64 × +6.39 ○ +6.13 ○

越波流量（q m3/m/s) ＜0.02 m3/m/s 0.041 × 0.016 ○ 0.016 ○

根固め機能 (m) B ＞20 m 13 × 40 ○ 30.6 ○

相模湾沿岸海岸保全基本計画での目標浜幅 (m) B ≧ 30 m 13 × 40 ○ 30.6 ○

環境・利用に配慮した目標海浜像 (m) B ≒ 40 m 13 × 40 ○ 30.6 ×

図－５
台風19号来襲直後の

菱沼地区の様子
サンドバッグの破れ
（2019年10月15日）
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2019年10月12日 台風19号

波高H1/3=5.9 m以上，周期T1/3＝13 s

周期T1/3＝10s以上の継続時間 76h以上

図－３ 平塚観測塔（h=20m）における

波浪観測結果の長期的な変化（1980年～2019年）

図－４ 2019年台風19号来襲時の波浪

図－１０ 計画浜幅目標達成までの予測結果

図－１１ 維持管理の予測結果（2043年まで）

（
１
）
‐
2

養
浜
後
の
来
襲
波
浪

経
年
的
に
平
均
波
高
、
年
最
大
有
義
波
高
と
も
に
増
大

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
‐
3
）
。
2
0
1
9
年
1
0
月
台
風

1
9
号
来
襲
に
伴
う
高
波
浪
（
図
‐
４
）
に
よ
り
茅
ヶ
崎
海

岸
菱
沼
地
区
で
は
著
し
い
侵
食
が
起
き
ま
し
た
（
図
‐
５
）
。

海浜土砂量の経年変化（区域B） 海浜土砂量の経年変化（区域A）

http://www.pref.kanagawa.jp/d
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○

今
後
の
予
定

今
後
の
養
浜
事
業
は
、
計
画
浜
幅
を
達
成
で
き
る
見
込
み
ま
で
、
養
浜
事
業
（
３
万

㎥
／
年
）

を
継
続
し
、
砂
浜
の
拡
幅
を
図
り
ま
す
。
養
浜
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ラ
ス
漁
を
考
慮
し
た

時
期
に
予
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
期
間
は
多
く
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
国
道
１
３
４
号
を
通
行
し
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
を
横
断
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
養
浜
に
よ
り
海
面
に
濁
り
が
発
生
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
濁
り
は
、
本
来
、
相
模
川
上

流
か
ら
出
水
時
に
河
口
ま
で
な
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
有
害

物
質
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
に
留
意
し
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
海
岸
・
道
路
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
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図－１３ 底質の調査結果

◇

主
な
意
見
・
概
要

第
1
6
回
協
議
会
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

中
海
岸
地
区
に
お
い
て
維
持
養
浜
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

②

平
成
2
3
年
3
月
に
策
定
し
た
「
相
模
湾
沿
岸
海
岸
侵
食
対
策
計
画
」
に
お
い
て
最
も
侵
食

傾
向
に
あ
っ
た
中
海
岸
地
区
の
目
標
達
成
が
近
い
こ
と
か
ら
、
近
年
緊
急
度
が
高
い
菱
沼
海

岸
で
の
養
浜
事
業
拡
大
を
含
め
た
計
画
の
見
直
し
や
、
状
況
に
応
じ
た
海
岸
侵
食
対
策
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。

③

中
海
岸
の
侵
食
に
関
し
て
は
従
来
通
り
港
の
西
側
の
砂
を
で
き
る
だ
け
多
く
獲
っ
て
運
ん
で

も
ら
い
た
い
。

④

港
西
側
に
関
し
て
は
海
岸
線
が
少
し
ず
つ
伸
び
て
い
る
の
で
波
打
ち
際
か
ら
も
っ
と
多
く

取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

⑤

小
和
田
の
浜
も
侵
食
が
激
し
く
台
風
な
ど
の
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
浜
を
元
の
状
態
直
し
て

ほ
し
い
。

⑥

投
入
す
る
砂
の
質
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
も
地
引
網
を
継
続
し
て
実
施
で
き
る
養
浜
対
応
を

し
て
ほ
し
い
。

⑦

高
波
浪
に
対
し
て
の
被
害
が
発
生
し
、
地
引
網
を
す
る
際
に
、
漁
船
を
沖
へ
出
す
こ
と
が
困

難
と
な
り
、
地
引
網
の
継
続
が
厳
し
い
。

⑧

養
浜
材
を
入
れ
る
袋
が
海
へ
流
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
へ
巻
き
つ
く
被

害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
2
次
被
害
の
発
生
し
な
い
養
浜
材
や
流
出
し
な
い
方
法
で
対
応

し
て
ほ
し
い
。

⑨

時
化
後
、
海
に
流
れ
出
て
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
、
ソ
ナ
ー
に
絡
む
事
故
が
あ
る
為
、
サ
ン
ド
バ
ッ

ク
は
極
力
使
用
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
。

⑩

ダ
ム
か
ら
の
堆
積
し
た
砂
を
運
ん
で
入
れ
る
時
は
出
来
る
だ
け
海
岸
の
砂
に
近
い
物
を
入
れ

て
ほ
し
い
。
ヘ
ド
ロ
等
の
泥
の
混
入
は
海
水
の
汚
れ
が
大
量
に
出
る
の
で
や
め
て
ほ
し
い
。

⑪

砂
利
の
粒
の
大
き
さ
は
直
径
1
～
3
c
m
位
の
物
で
、
あ
ま
り
大
き
な
石
の
混
じ
っ
た
物
は

入
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

⑫

令
和
2
年
1
月
に
相
模
ダ
ム
よ
り
搬
入
さ
れ
た
砂
の
中
で
、
最
後
に
中
海
岸
へ
入
れ
ら
れ
た

砂
に
泥
が
多
く
混
じ
っ
て
お
り
、
海
水
が
汚
れ
た
。

⑬

組
合
員
営
業
の
妨
げ
に
な
る
、
道
路
の
ほ
こ
り
舗
装
の
損
傷
、
駐
車
場
内
の
用
地
及
び
道
路

の
激
し
い
痛
み
、
陥
没
、
ほ
こ
り
が
伴
う
な
ど
の
理
由
か
ら
、
砂
の
運
搬
に
関
し
て
は
従
来

の
漁
港
入
口
の
道
路
を
使
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
出
来
れ
ば
駐
車
場
の
西
側
出
入
口
を
利
用
し

て
ほ
し
い
。

⑭

ダ
ン
プ
カ
ー
が
通
る
度
に
無
線
（
C
B
無
線
）
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
電
波
障
害
が
起
き
る
の

で
や
め
て
ほ
し
い
。

⑮

砂
を
投
入
す
る
資
金
を
ミ
ニ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
に
ま
わ
し
た
い
。

図－１２ 調査地点図

図－１４ 粒度組成と代表底質写真

表－２ 合成指標の結果
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（
２
）
養
浜
環
境
影
響
調
査

養
浜
に
よ
る
底
質
・
生
態
系
な
ど
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
養
浜
区

の
中
海
岸
（
侵
食
・
養
浜
域
）
、
対
照
区
の
浜
須
賀
（
堆
積
傾
向
）
の
２
箇
所
で
底
質

（
粒
度
組
成
、
C
O
D
、
強
熱
減
量
、
全
硫
化
物
）
・
底
生
生
物
調
査
や
波
打
ち
際
の
生

物
調
査
な
ど
を
経
年
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
3
0
年
か
ら
、
調
査
地
点
を
見
直
し

ま
し
て
、
沖
側
か
ら
シ
ル
ト
の
広
が
り
を
確
認
す
る
中
海
岸
水
深
1
5
ｍ
地
点
、
チ
ョ

ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息
域
で
あ
る
水
深
５
m
地
点
を
新
設
し
ま
し
た
（
図
‐
１
２
）
。

令
和
元
年
度
は
、
調
査
を
継
続
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
平
成
3
0
年
度
と
同
一
の
調
査

点
及
び
内
容
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
は
、
水
質
、
底
質
、
底
生
生
物
調
査
を
9

月
と
1
2
月
、
海
底
景
観
観
察
を
2
月
に
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
調
査
期
間
中
で
あ

る
1
0
月
1
2
日
か
ら
1
3
日
に
か
け
て
台
風
1
9
号
が
神
奈
川
県
を
直
撃
し
ま
し
た
。

平
塚
沖
の
観
測
施
設
に
お
い
て
有
義
波
高
5
.
9
1
m
を
観
測
し
て
機
器
が
故
障
し
た

の
で
、
実
際
の
波
高
は
さ
ら
に
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

水
質
分
析
の
結
果
、
海
岸
線
に
近
い
測
点
で
は
い
ず
れ
も
透
明
度
が
低
く
、
海
岸
線

付
近
の
土
砂
の
巻
き
上
げ
や
粘
土
シ
ル
ト
等
細
粒
分
の
再
溶
出
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
浮
遊
物
質
（
S
S
）
は
1
2
月
は
9
月
と
比
べ
て
変
動
幅
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

底
質
分
析
の
結
果
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
C
O
D
）
、
全
硫
化
物
（
T
S
）
は
、

S
t
.
8
（
中
海
岸
９
ｍ
）
及
び
S
t
.
1
2
（
ワ
カ
メ
い
か
だ
）
で
や
や
高
い
値
を
示

し
ま
し
た
が
、
全
て
の
地
点
で
水
産
用
水
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

粒
度
分
析
の
結
果
、
調
査
海
域
全
体
で
は
、
前
年
同
様
、
細
砂
主
体
の
底
質
で
し
た
。

1
2
月
は
9
月
に
比
べ
中
粗
砂
と
礫
分
が
増
加
し
た
測
点
が
多
く
、
台
風
1
9
号
の
波

浪
の
影
響
に
よ
り
、
細
粒
分
が
域
外
に
流
出
し
た
か
、
調
査
区
域
内
の
ど
こ
か
に
堆
積

し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
S
t
.
8
、
S
t
.
1
2
で
は
、
昨
年
同
様
、
粘

土
シ
ル
ト
の
割
合
が
他
の
観
測
点
に
比
べ
て
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

底
生
生
物
の
分
析
結
果
は
、
出
現
個
体
数
は
前
年
度
と
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
ま
し

た
。
底
生
生
物
の
種
類
と
個
体
数
は
3
0
年
度
に
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
2
9

年
度
に
近
い
状
態
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
水
深
が
深
い
調
査
地
点

の
方
が
、
個
体
数
が
多
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
測
点
で
も
1
2
月

は
多
様
度
が
大
幅
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
台
風
1
9
号
時
の
高
波
浪
の
影
響
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
汚
濁
指
標
種
の
ヨ
ツ
バ
ネ
ス
ピ
オ
Ａ
型
は
、
前

年
度
は
多
く
の
測
点
で
出
現
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
出
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
茅
ヶ
崎
海
岸
全
域
に
お
け
る
有
機
汚
濁
の
軽
減
を
示
す
も
の
な
の
か
、
今

後
の
本
種
の
出
現
動
向
と
、
底
質
環
境
（
粘
土
シ
ル
ト
、
C
O
D
、
強
熱
減
量
等
）
の
推

移
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
成
指
標
（
表
‐
２
）
は
、
全
地
点
が
負
の
値
で
正
常
な
底
質
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。

現
時
点
で
は
、
底
質
環
境
に
お
い
て
水
産
用
水
基
準
の
超
過
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、

有
機
汚
濁
指
標
種
の
ヨ
ツ
バ
ネ
ス
ピ
オ
A
の
出
現
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
茅
ヶ
崎

海
岸
の
底
質
・
底
生
生
物
は
特
段
に
問
題
は
な
い
状
況
と
考
え
ら
れ
ま
す
。


